
○  取組内容

○ 取組に至った経緯

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法

○ 取組の成果（受賞・表彰等）

○ 今後の展望 （将来に向けて）

瀬戸内海で水揚げされた牡蠣の殻を有効利用した、農畜産物の
生産性を高める循環環境保全型農業に取組。その成果物に「里
海」を冠としてブランディングを行い、新たな付加価値を創出。
収益の一部を基金化し、里海再生活動を支援。

カキ殻を有効利用した循環環境保全型農業

岡山県中国四国農政局

建物外観等写真（商品でも可）

経営者からのコメント
（本人写真付き）

ブランド商品の一例

漁業系廃棄物である牡蠣殻は、全国で年間約16万t排出され
ており、その処理は漁業関係者のみならず地域の大きな悩み事
の一つとなっていた。このため、牡蠣殻を有効利用してお米の
生産性を高める取り組みをブランド化できないかと考え、活動
を始めた。
（主な経緯）
平成28年度 「里海米」として生産販売開始
平成29年度 瀬戸内かきがらアグリ推進協議会設立
令和２年度 瀬戸内かきがらアグリ基金設立

令和３年度 第９回環境省グッドライフアワード実行委員会
特別賞（環境省主催）

令和４年度 第９回ディスカバー農山漁村（むら）の宝
優秀賞（農林水産省）

瀬戸内かきがらアグリの取り組みを県内だけではなく瀬戸内
海沿岸の地域はもちろん全国に普及させ牡蠣殻の再利用拡大を
進めていく。

事業推進にあたっては農家やＪＡなどの農業関係者だけで
なく、漁業関係者や里海農畜産物の流通・販売事業者、行政
など多くの関係者との密なコミニュケーション・情報共有に
努め、協議会一丸となって都度課題解決に臨んでいる。

瀬戸内かきがらアグリ推進協議会（岡山市北区磨屋町）
事務局：全国農業協同組合連合会岡山県本部

〇各賞の受賞を契機に、本
事業を全国に発信し、里海
農畜産物の更なるブランド
化や地域の活性化を図って
いきたい。

事業者からのコメント
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スマート農業一貫体系で加工用野菜の大規模生産

岡山県

○  取組内容
① 加工業務用野菜（キャベツ、たまねぎ、かぼちゃ）の栽培・出荷
・ 契約栽培による安定した販売先の確保
・ 野菜の原体出荷から実需のニーズに応じた一次加工品の
出荷へ転換

② 大規模生産に適したスマート農業技術等の導入
・ 大型機械や鉄コンテナ等の導入により、労働コスト削減
・ 農業機械や栽培管理でのスマート技術導入により、品質向上・
収量増加を実現

③ 多様な人材の活用
・ 職員の都合に合わせた働きやすい環境整備により、子育て中
の女性や定年退職者など、多様な人材を登用

○ 取組に至った経緯
干拓地の大区画ほ場での生産におけるメリットを生かした収

益性の向上と、コロナ禍の影響による需要減への対応のため。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
・単純な大型機械の導入だけでは品質や収量の向上が図れない
ため、栽培管理や農業機械におけるスマート農業一貫体系の
技術を導入
・競合が多いたまねぎ等の原体出荷から、中国産が主体となっ
ていた「むきたまねぎ」などへの一次加工後の出荷への転換

○ 取組の成果（受賞・表彰等）
農業イノベーション大賞２０２０（農業情報学会他）
令和５年度（第 63 回）岡山県農林漁業近代化表彰受賞
笠岡市のふるさと納税の返礼品（キャベツとたまねぎ）

○ 今後の展望 （将来に向けて）
スマート農業技術を活用し、露地野菜栽培の少人数でのオペ

レーションと、一次加工の機械化により事業を拡大していき、
多様な人材を受け入られる雇用形態を用意して、地域の雇用創
出につなげる。

中国四国農政局

収穫風景

有限会社エーアンドエス（笠岡市拓海町）
代表取締役 大平 貴之

〇加工業務用野菜（キャベツ、たまねぎ、かぼちゃ）の栽培・出荷

育苗施設

大平 貴之氏

経営者からのコメント

〇輸入に頼りがちな加工用輸入
野菜を国産化し、特別な時にし
か食べられないものを作るので
はなく、皆に食べてもらえるも
のをつくり、歳をとっても出来
る農業を展開できることで、地
域活性に繋げ、農業のイメージ
を「楽し
い」「か
っこいい」
に変えて
いければ
と考えて
います。
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日本一の産地を守る！せとだエコレモン®

広島県

○  取組内容
・「皮まで食べられるレモン」を目指して、肥料や栽培方法等の情報を共
有しながら広島県の「安心！広島ブランド」特別栽培農産物として「せと
だエコレモン®」を生産・出荷している。
・露地栽培に加えハウス栽培や貯蔵レモン（鮮度保持フィルムで個包装し
「ＪＡながの」のりんご用冷蔵庫で貯蔵）により周年供給を実現した。
・商標登録した「ハートレモン®」「スターレモン®」や地元食品製造会社
等と加工品を開発、ヒット商品を生み出した。

○ 取組に至った経緯
瀬戸田の温暖で風も少ない立地条件はレモン栽培に適しており、昭和38

年には全国生産の75％を占める大産地となった。昭和39年のレモン輸入自
由化の影響で一時は壊滅寸前にまで衰退したが、昭和50年に輸入レモンの
ポストハーベストが問題となり国産レモンの安全性が見直されたのを機に、
産地復活に取り組んだ。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
・産地再生に向けて、１農家に苗を10本づつ植えてもらう「一農家一畝
運動」を展開し、全町を挙げてレモン増殖に取り組んだ。
・出荷最盛期の冬場にニーズが少なく値崩れを起こしていたが、貯蔵方法
を模索しニーズのある夏場に販売できるように対応した。
・日本一の産地に復活後、需要が伸びず販売に苦戦したが、他産地との差
別化を図るため特別栽培に取り組むとともに、規格外品については安全性
を生かした加工品を開発し生産者手取りを確保した。

○ 取組の成果（受賞・表彰等）
・日本一の産地に復活し、「せとだエコレモン®」のブランド化に成功
平成15年、第８回環境保全型農業推進コンクール 優秀賞
平成20年、グループ全員が広島県特別栽培農産物認証を取得
令和４年、第52回日本農業賞（集団組織の部）大賞
令和５年、第62回農林水産祭天皇杯（園芸部門）

○ 今後の展望 （将来に向けて）
・温度計の設置や気象庁のデータを基にした低温ハザードマップを作成し、
寒波に耐えうる産地づくりを進める。
・広島県で処理に困っている牡蠣殻を原料にした肥料を使うなど、環境に
配慮した環境保全型農業に取り組む。

中国四国農政局

〇日本一のレモン産地
としてさらに挑戦を続
けていきたい。

「せとだエコレモン®、ハートレモン®、スターレモン®」はひろしま農業協同組合の登録商標 画像提供：ひろしま農業協同組合

ハートレモン®

開発したヒット商品

せとだエコレモングループ（尾道市瀬戸田町）
会長：宮本 悟郎、グループ員156名

〇主な事業：特別栽培農産物（レモン）の生産・販売
〇栽培面積：約32ha URL https://jahiroshima.or.jp/4-sanchoku-lemon

スターレモン®レモンの花 「レモン谷」から多々羅大橋を望む

代表者からのコメント

宮本 会長
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環境保全を意識した持続可能な土づくり・営農

広島県

安芸の山里農園 はなあふ（東広島市志和町）
代表 森 昭暢（もり あきのぶ）

〇主な栽培：少量多品目の野菜や稲を有機栽培し環境負荷低減を実践
〇栽培面積：約2.5ha URL https://hana-fu.com

○  取組内容
・イネ科やマメ科、作物と緑肥を組み合わせた輪作やリビングマ
ルチ栽培により、土壌侵食を抑え、土づくりを推進。
・小水路の確保、インセクタリープランツ（天敵温存植物）利用
等により生物多様性を確保し病害虫を抑制。生産性の向上と環境
保全を両立。
・定期的に土壌診断や土壌断面調査を行うとともに、農研機構西
日本農業研究センターや広島大学と連携した生き物調査に取り組
むなど環境保全効果を把握しつつ営農を展開。

○ 取組に至った経緯
・学生から社会人時代に都市と農村を行き来する中で食べ物と自
然環境について考える機会が増え、将来への不安が膨らみ、持続
可能な地域農業を通じて自然環境を保全し、人の食とくらしの実
現に貢献すべく、情報収集と農業技術の研鑽を行った。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
・有機栽培技術を学ぶ場所や販路がなかった。人と人とのつなが
りをつくり大切にすることで様々な農園に出入りでき技術や販路
の確保につながっていった。

○ 取組の成果（受賞・表彰等）
平成28年多面的機能発揮促進事業 中国四国農政局長表彰優秀賞
令和２年優良土づくり推進活動表彰 日本土壌協会会長賞
令和４年未来につながる持続可能な農業推進ｺﾝｸｰﾙ 農産局長賞

○ 今後の展望 （将来に向けて）
・豊かな土壌を育む技術と作物の主体性を引き出す技術を高めて
いきたい。また、栄養価の高い農産物が得られる栽培技術を探っ
ていきたい。例えば土壌中に炭素を貯留するなどカーボンマイナ
スを目指した農業を展開したい。

はなあふで有機栽培した野菜などの直売所

中国四国農政局

〇人とのつながりを大切
にしながら持続可能な農
業を通じて昔から大切に
されてきた食、農業、知
恵、技を未来に伝えたい。

作物と緑肥を組み合わせ
た輪作とリビングマルチ
栽培

有機栽培し環境負荷低減を実践しているほ場

森 昭暢氏

経営者からのコメント
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過疎の島に100年続く地域産業を創ろう！

山口県

株式会社瀬戸内ジャムズガーデン（大島郡周防大島町）
店主 松嶋 匡史

周防大島で生産された農産物を使用し、ジャムや、レモンチェッ
ロ（リキュール）などの製造を核とした６次産業化を推進・拡充。

○  取組内容
2007年設立。地元農家と連携し、地元の旬の食材を使用した多

種にわたるジャムやレモンチェッロ（レモンのリキュール酒）の
醸造・販売に取り組んでいる。また、加工原料の高価買取や耕作
放棄地の解消（活用）にも取り組むなど、地域農業振興に大きく
貢献しているほか、ＵＩターン者への支援や島の活性化につなが
るイベント等への参画など、ジャム作りの枠を超えた活動にも意
欲的に取り組んでいる。

○ 取組に至った経緯
農家の高齢化や離農という現状を見た時、このままでは原料が

確保できず、ジャム製造も立ち行かなくなると思い、ジャム造り
を通して地域全体の６次産業化を進めるなど、島全体が潤う仕組
みづくりが必要だと考えた。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
商品の原料となる作物を自社で生産することは可能であったが、

島の活性化を図るためには、地元農家やＪＡと連携した原料の安
定調達を考慮する必要があった。
このため、既に生産されている原料となる作物は、引き続き地

元農家に生産をゆだね、島内農業が活性化するよう努めている。

○ 取組の成果（受賞・表彰等）
フリーランスパートナーシップアワード グランプリ受賞
（令和元年度）

日本農業大賞食の架け橋部 大賞受賞（令和２年）
農林水産祭多角化経営部門日本農林漁業振興会会長賞受賞
（令和３年度）など。

○ 今後の展望 （将来に向けて）
将来的には、周防大島産の米を使用したリキュール酒の製造・

販売を行いたい。行く行くは海外進出も視野に入れている。

中国四国農政局

〇農産加工品を製造・販売す
るだけでなく、地域の魅力を
高め、人を引き付ける地域産
業を目指したい。

代表取締役 松嶋 匡史 氏

島で採れた農産物で製造したされたジャム

耕作放棄地を再生し、レモンの苗木を植樹

島内産農産物を
使ったジャム

島内産レモンを使ったリキュール製造

経営者からのコメント

店舗外観
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長門市農業を持続可能で「稼げる産業に」

山口県中国四国農政局

オーガニックビレッジ宣言

○ 取組内容
長門市は、農業の持続可能な成長産業化を目指し、諸課題の解決
に向けた政策提言を行う協議会を創設。協議会の下に設置した専門
部会は、情報収集、整理、分析等を担う市（農林水産課）と情報交
換等を行って政策立案を協議会に提案。協議会は、強力なリーダー
シップにより今後市が取り組むべき事項を決定し政策提言を行うこ
とで、スマート農業や有機農業等の推進に向けた活動に大きく貢献。

○ 取組に至った経緯
農家の高齢化や減少が進み、後継者、担い手不足が深刻化。労働
力不足により、農地保全や地域農業の維持が難しくなるなど厳しい
環境下にある長門市農業が、将来にわたり持続可能な成長産業とな
るよう、農業における諸課題の解決に向け、検証・提言を行う組織
として、令和３年５月に設立。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
持続可能な農業を進める上で、環境負荷低減を目指した農業に多
くの農業者が取組みやすくする環境づくりが課題となっているが、
関係者が協議会を通じて積極的に関わり、専門的な知見を活かした
提言を行うことで、効果的な支援・対策を誘導。

○ 取組の成果
各課題に対する事業の予算化。特に、スマート農業実証事業にお
いては、スマート農業技術スタートアップマニュアルを作成。有機
農業等推進では、有機農業等推進計画を策定し令和５年３月に
「オーガニックビレッジ宣言」を行う。

○ 今後の展望 （将来に向けて）
民間企業の持つ先進的かつ稼ぐ力を活用しながら、新たな産業体
系の構築、基盤強化、労働生産性の向上確保、人材の確保、新たな
販路開拓及びブランド化による需要拡大に取り組むなど、協議会を
通じ長門市の農業を持続可能で稼げる産業に推進していく。

スマート農業実証
（ドローン直播）

乗用直播機
（直進アシスト使用）
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